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　市川市議会では、年４回の各定例会で、会派の代表が会派独自の立場から質問をする代表質問を行います。

今回の２月定例会では市長の不在により施政方針及び教育行政運営方針を行わなかったため、代表質問は新

年度予算を含む市長提出議案等を対象に行いました。質問時間は会派の均等割り時間 60 分に所属議員数 ×

15 分を加えた時間（３人未満の会派は議員１人につき 20 分）です。質問は総括質問者が行う他、補足質問

者を立てることができます。ここでは、代表質問のうち、会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

食
育
の
推
進

元
号
の
使
用

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育

環
境
分
野

で
の
協
働

柏
井
町
１
丁
目

土
地
開
発
事
業

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
お
い
て
、
柏
井
町
２
丁

目
の
「
市
川
三
愛
」
の
開
所
式

が
平
成
30
年
１
月
28
日
に
行
わ

れ
、
原
木
４
丁
目
の
整
備
計
画

で
も
29
年
度
に
建
設
業
者
が
決

定
し
た
。
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備

は
計
画
か
ら
開
所
ま
で
多
く
の

時
間
と
費
用
を
要
す
る
他
、
年

に
１
事
業
の
認
可
体
制
の
た
め

入
所
待
機
者
の
解
消
が
遅
れ
て

し
ま
う
。
現
状
の
改
善
点
と
支

援
等
を
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
は
県

の
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
額
が

問　
平
成
17
年
に
制
定
さ
れ
た

食
育
基
本
法
に
基
づ
き
、
市
は

25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
２

次
市
川
市
食
育
推
進
計
画
を
25

年
３
月
に
策
定
し
た
。
計
画
の

実
施
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
成
果

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
本
計
画
の
評
価
項
目
は
複

数
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、「
１

日
２
食
以
上
野
菜
料
理
を
食
べ

る
」
市
民
の
割
合
は
、
25
年
度

の
59
％
か
ら
29
年
度
は
65
％
に

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
１

日
に
必
要
な
野
菜
量
を
小
鉢
５

皿
を
目
安
に
摂
取
す
る
こ
と
等

具
体
的
な
方
法
を
講
習
会
や
イ

ベ
ン
ト
で
啓
発
し
た
成
果
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、「
家

族
や
知
人
等
と
一
緒
に
食
べ

る
」
市
民
の
割
合
も
、
52
％
か

ら
64
％
に
増
加
し
て
お
り
、
こ

の
「
共
食
」
は
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
に
つ
な
が
り
、
食
事
の

マ
ナ
ー
も
身
に
つ
く
等
の
利
点

を
積
極
的
に
周
知
し
た
結
果
と

捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
郷
土

料
理
や
伝
統
食
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
、
ま
た
は
食
べ
た
こ
と

が
あ
る
」
市
民
の
割
合
も
増
加

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
市
民
に

と
っ
て
馴
染
み
の
な
か
っ
た
伝

統
食
等
を
、
行
事
食
を
通
し
て

Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
数
値

を
維
持
し
て
い
る
項
目
と
し
て

は
、「
ほ
ぼ
毎
日
、
１
日
３
食
食

べ
る
」、「
食
育
に
関
心
が
あ
る
」

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　
「
平
成
」「
昭
和
」
と
い

っ
た
日
本
の
元
号
に
は
、
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
理
想
の

世
の
中
を
漢
字
に
託
し
た
我
々

日
本
人
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
が
、
教
育
行
政
に
お
け
る

元
号
の
使
用
に
つ
い
て
の
認
識

を
問
う
。
ま
た
、
平
成
30
年
１

月
に
実
施
さ
れ
た
市
の
成
人
式

で
配
布
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
表
紙
に
は
「
２
０
１
８
」
と

西
暦
の
表
記
が
な
さ
れ
た
の
み

で
あ
っ
た
が
、
成
人
を
迎
え
た

日
本
人
の
た
め
に
行
わ
れ
る
一

生
に
一
度
の
式
典
で
配
布
す
る

冊
子
に
和
暦
の
表
記
が
な
か
っ

た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
回
開
催
の
成
人
式

か
ら
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
和
暦
を

表
記
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
日
本
固
有
の
元
号
と
西
暦

を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
考
慮
し

つ
つ
使
用
し
て
い
く
こ
と
は
、

教
育
基
本
法
に
示
さ
れ
た
教
育

の
目
標
の
１
つ
で
あ
る
「
伝
統

と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷

土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国

を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和

と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養

う
」
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
成
人

式
で
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
こ
れ
ま
で
西
暦
の
み
を
表

記
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
特
に

意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
今

後
は
和
暦
を
併
記
し
て
い
く
。

問　
平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校

で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が

必
修
化
さ
れ
る
。
こ
の
分
野
に

つ
い
て
は
、
経
産
・
総
務
・

文
科
の
三
省
共
同
で
学
校
支
援

等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
て
い
る
他
、
他
市
で
も
特
徴

あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

各
省
庁
が
行
う
支
援
事
業
を
通

じ
た
省
庁
と
の
連
携
や
民
間
機

関
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、

市
と
し
て
こ
れ
ら
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答　
市
は
32
年
度
の
新
学
習
指

導
要
領
の
実
施
に
向
け
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
も

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

市
の
ね
ら
い
と
合
致
す
れ
ば
、

各
方
面
と
の
連
携
も
有
効
な
手

段
で
あ
り
、
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
近

隣
市
の
取
り
組
み
等
の
情
報
収

集
と
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

組
む
事
例
に
関
し
て
、
ま
ず
、

大
柏
川
第
一
調
節
池
緑
地
で
の
、

自
然
に
親
し
む
場
及
び
環
境
学

習
の
場
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た

め
の
今
後
の
対
応
を
問
う
。
ま

た
、
じ
ゅ
ん
菜
池
に
関
し
て
は
、

千
葉
商
科
大
学
の
学
生
が
水
質

や
鳥
の
飛
来
数
等
を
調
査
し
た

成
果
を
学
会
で
発
表
し
た
際
、

市
民
・
大
学
・
行
政
の
連
携
体

制
も
説
明
し
た
と
聞
く
。
こ
う

し
た
活
動
を
大
学
と
の
包
括
協

定
事
業
に
位
置
付
け
、
更
に
発

展
さ
せ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答　
大
柏
川
第
一
調
節
池
緑
地

は
自
然
体
験
や
環
境
学
習
等
に

と
っ
て
も
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、

観
察
会
等
の
機
会
を
増
や
す
と

共
に
、
学
校
と
の
連
携
を
視
野

に
、
小
学
校
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
・
配
布
す
る
他
、
施

設
内
の
修
繕
等
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
水
質
改
善
等
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
各
主
体
が
協
働

す
る
じ
ゅ
ん
菜
池
で
の
取
り
組

み
は
意
義
あ
る
も
の
と
評
価
し

て
お
り
、
実
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、

包
括
協
定
事
業
へ
の
位
置
付
け

に
つ
き
大
学
と
協
議
し
て
い
く
。

問　
本
市
で
市
民
と
行
政
が
協

力
し
て
自
然
環
境
維
持
に
取
り

決
ま
る
こ
と
、
介
護
職
員
の
人

材
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
は
１
年
度
１
施

設
の
整
備
計
画
と
し
て
い
る
。

運
営
法
人
の
選
定
後
開
所
ま
で

の
間
、
法
人
と
の
情
報
共
有
や

県
と
の
協
議
を
一
層
密
に
行
い

期
間
短
縮
に
努
め
る
他
、
開
所

前
の
施
設
長
等
の
雇
用
経
費
は

県
の
補
助
対
象
と
な
る
こ
と
か

ら
、
法
人
に
助
言
し
て
い
く
。

問　
柏
井
町
１
丁
目
の
土
地
開

発
事
業
に
つ
い
て
は
、
隣
接
住

民
か
ら
土
地
所
有
者
で
あ
る
事

業
者
に
対
し
、
南
北
道
路
の
６

ｍ
へ
の
拡
幅
や
工
期
短
縮
等
５

項
目
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

市
は
開
発
区
域
へ
つ
な
が
る

「
至
る
道
路
」
３
・
４
ｍ
の
基

準
に
よ
り
工
区
を
分
け
て
開
発

を
許
可
し
た
が
、
こ
れ
で
は
開

発
区
域
の
出
入
口
と
な
る
道
路

の
拡
幅
や
工
期
短
縮
は
見
込
め

な
い
。
要
望
に
対
す
る
市
の
対

応
と
、
区
域
を
一
括
し
て
の
許

可
と
す
る
場
合
の
対
応
を
問
う
。

答　
当
該
「
至
る
道
路
」
は
４

ｍ
未
満
で
あ
る
た
め
、
市
と
し

て
は
、
ま
ず
計
画
全
体
で
の
許

可
を
行
い
、「
至
る
道
路
」
の

幅
員
に
合
っ
た
面
積
ご
と
に
工

区
を
分
け
て
工
事
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。
要
望
の
内
容
は
事

業
者
に
伝
え
、
で
き
る
限
り
の

受
け
入
れ
を
求
め
て
い
る
。
一

括
で
の
工
事
に
は
事
業
者
が

「
至
る
道
路
」
を
拡
幅
す
る
こ

と
が
一
番
の
解
決
方
法
で
あ
り
、

工
期
短
縮
の
た
め
に
も
、
事
業

者
に
再
度
要
望
し
て
い
き
た
い
。

自
由
民
主
党

中
山
　
幸
紀

ほ〔
総
括
質
問
者
〕

そ
だ
伸
一

佐
藤
ゆ
き
の
り

か
い
づ
　
勉

原木４丁目に新設される特別養護老人ホームの工事現場

脈々と受け継がれてきた元号

大柏川第一調節池緑地

創
生
市
川
第
１

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
武
央

田
中
幸
太
郎

岩
井
　
清
郎

民
進
・
連
合
・
社
民

か
つ
ま
た
竜
大

西〔
総
括
質
問
者
〕

牟
田
　
勲

佐
藤
　
義
一


